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構内・バック時の事故防止
～ 構内も 停車するまで 運転中 ～

○ 構内でも、運転中は「運転に集中」し、「わき見」は絶対しない
○ バックの進入路、シャッター、ほかの車の有無の確認は、「一旦停止」し、「自分の目」で確認
○ 自分の車の後ろの状況を確認しなければ、バックできない

日が短くなりました
夕暮れの、自転車・歩行者、交差点に十分注意しましょう

薄暮時、夜間事故の防止
点灯せ 生死を分ける ハイビーム

○ 早目のライト点灯で自車を目立たせましょう
○ 夜間走行時はハイビームが基本（ライトをこまめに切り替え、危険を早期に発見）
○ 歩行者に注意しましょう（右側から横断してくる歩行者は発見が遅れるので注意）

あわてるな 急ぐ気持ちに ブレーキを

高齢者の乱横断（横断歩道のないところを渡る）
優先道路でも、危険予測・防衛運転を・・・しましょう

【事業用トラックの重点項目】
① 追突事故の防止
② 交差点事故の防止
③ 飲酒運転の根絶

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

「ひやり」は、事故の「予兆 」
「安全確認」で、危険な「まさか･･･」を根絶

夕方５時 信号のない交差点
自転車と衝突した車が逃走 67歳男性重傷

◇交差点 相手は、止まらないかもしれません・・・「かもしれない」運転で、事故防止◇
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０１９／１０／１８（金） ５：３２
１７日午後５時２０分ごろ、大阪府の信号のない交差点で車が自転車と衝突し、そのまま逃走しました。自転車の

男性（６７）は転倒した際、顔の骨を折る重傷を負っていて、警察はひき逃げ事件として調べています。警察は周
辺の防犯カメラの映像を確認するなどしてひき逃げ事件として捜査しています。

軽トラックが道路から10ｍ下に転落
緩やかな下り坂のカーブ
車外に投げ出され男性が死亡

◇気のゆるみ、スピード出し過ぎていませんか◇
２０１９／１０／１７（木） １６：０５

１７日午前９時４０分ごろ、鹿児島県で、道路からおよそ１０メートル下の畑に軽トラックが転落しているのが見
つかり、運転していた男性（７１）が、車外に投げ出され、死亡しました。現場は、道路幅がおよそ３．５メートル
の緩やかな下り坂のカーブで、転落防止の柵などはありま
せんでした。

深夜０時 横断歩道や信号機のない直線の道路
男性(67)が横断中にはねられ死亡

◇夜間・・・ヘッドライトは遠目が基本、早期発見 事故防止◇
◇気のゆるみ、『かもしれない運転』で事故防止◇

２０１９／１０／１６（水） １５：３４
１６日午前０時ごろ、石川県で道路を横断していた無職の男性（６７）が乗用車にはねられ、首の骨を折るなどし

て、死亡しました。現場は横断歩道や信号機のない見通しのよい片側２車線のほぼ直線の道路で、警察は乗用車
を運転していた６０代の男性会社員から当時の状況を聞くなどして事故の原因を調べています。

深夜１２時 飲酒・ひき逃げ容疑、会社員の男逮捕
◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇

２０１９／１０／１７（木） ９：１８
酒を飲んで車を運転し、原付バイクの大学生をはねてけがをさせ、そのまま逃走したとして会社員の容疑者（

３６）が１６日、ひき逃げなどの疑いで逮捕されました。容疑者は１５日午後１１時４５分ごろ、酒を飲んで乗用車を運転
し、愛知県の交差点で、原付バイクの男子大学生（２３）をはね、そのまま逃走した疑いがもたれています。男子
大学生は軽傷。調べに対し容疑者は「飲酒運転の影響もあり、事故を起こし逃げたことに間違いない」と容疑を
認めています。


